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令和７年度・８年度水田活用直接支払交付金の対応について 

 

 平素は、農業行政にご理解とご協力を賜り感謝申し上げます。 

 さて、先日の通知にて、令和４年度から「５年間に一度も水張りが行われていな

い農地は対象水田としない水張りルール」についてお知らせしました。 

しかし令和７年１月３１日、農林水産大臣が衆議院予算委員会において「５年水

張りルール」を見直す考えを表明しました。 

 これに基づく国からの概要通知によれば、令和７年度及び令和８年度に水田活用

直接支払交付金の交付対象となるには、水張りは不要とのことですが連作障害を回

避する取り組みを行っていただく必要があります。 

 

  「連作障害を回避する取り組み」とは次のような内容をいいます。 

   ・土壌改良材や堆肥の投入 

   ・病害を予防する薬剤の投入 

   ・天地返しを行う            など 

 

 

 

※令和９年度以降は水田政策を根本的に見直す検討がされています。新しい情報が

入り次第、お知らせいたします。 

※今後、国の支給要件の見直し等により変更になる場合もあります。 

 

 

 

 

 

 

 

問い合わせ先 

身延町役場 産業課 農林担当 

０５５６－４２－４８０５（直通） 

 



経営所得安定対策等の概要（令和７年度産） 
■制度の目的 

販売価格が生産費を下回っている作物を対象に、その差額を交付することによ

り、農業経営の安定と国内生産力の確保を図るとともに、水田のフル活用を推進

するため麦・大豆・飼料用米等への作付けを促し食料自給率・自給力の向上を図

ります。 

 

（１）水田活用の直接支払交付金 

○対象者は、販売目的で水田に対象作物を栽培している農業者です。 

○作付面積によって交付金が支払われます。 

○水田に作付した麦・大豆・野菜（枝豆など）等を販売した場合が対象です。 

◯基準単収の２分の１に満たない場合は交付対象外となります。 

◯土壌改良材や堆肥の投入、病害を予防する薬剤の投入など連作障害を回避す

る取り組みを行ってください。 

※(令和７年２月３日現在、国から示された概要書により水張りは不要となっています。今

後、国の支給要件の見直し等により変更になる場合もあります。) 

令和７年度交付単価予定（抜粋） 

 作物 交付額（１０ａあたり） 

① 麦 ３５，０００円 

② 大豆 ３５，０００円 

③ 麦と大豆の二毛作 ９，０００円 

④ 加工用米 ２０，０００円 

⑤ 野菜 ３，０００円 

⑥ 花き ３，０００円 

⑦ エダマメ ２７，０００円 

⑧ 麦と枝豆の二毛作 ４５，０００円 

（２）畑作物の直接支払交付金 

○対象者は、認定農業者です。 

○検査及び販売をした作物の数量或いは面積によって交付金が支払われます。 

令和７年平均交付単価（抜粋） 

 
作物 

交付額（６０ｋｇあたり） 

課税事業者向け 免税事業者向け 

① 小麦 ５，９３０円 ６，３４０円 

② 大豆 ９，４３０円 ９，８４０円 

 


